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(54)【発明の名称】 コモン電圧の変化により液晶ディスプレイの駆動電圧－透過率曲線を変化させる方法および液晶

ディスプレイ装置

(57)【要約】
【課題】  一定の出力ノイズレベルの下、液晶ディスプ
レイの有効な各濃度レベルを確保して優れたパフォーマ
ンスを持たせるべく、データ駆動ICの有効動作電圧範囲
を広げる。
【解決手段】  トランジスタ及び液晶キャパシタを有し
コモン電極に接続される複数個の画素からなる液晶ディ
スプレイについて、液晶ディスプレイの駆動タイミング
におけるフロント／バックポーチ周期に電圧波形をコモ
ン電極に印加することにより、液晶ディスプレイの駆動
電圧-透過率曲線を変化させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数個の画素からなり、前記各画素は液
晶構成及びトランジスタを有し、前記トランジスタのド
レインとゲートとがデータ線と走査線とにそれぞれ接続
されるとともに、前記トランジスタのソースが前記液晶
構成の第１の電極に接続され、さらに、前記液晶構成の
第２の電極がコモン電極に接続される液晶ディスプレイ
の駆動電圧-透過率曲線（V-T曲線）を変化させる方法に
おいて、
変調電圧波形を前記コモン電極に印加し、前記液晶ディ
スプレイの前記駆動電圧-透過率を変化させて、前記液
晶ディスプレイに対応するデータドライバのしきい値電
圧を降下させるとともに、前記液晶ディスプレイの動作
電圧の範囲を増加させるステップを備えたことを特徴と
する液晶ディスプレイの駆動電圧-透過率曲線（V-T曲
線）を変化させる方法。
【請求項２】  前記変調電圧波形が、前記液晶ディスプ
レイの駆動タイミングのフロントポーチ周期及びバック
ポーチ周期に印加されるものである請求項１記載の液晶
ディスプレイの駆動電圧-透過率曲線（V-T曲線）を変化
させる方法。
【請求項３】  前記変調電圧波形が、２相位相の方形波
であるとともに、この前記変調電圧波形の振幅が、デー
タ電圧波形の振幅よりも小さいものである請求項１記載
の液晶ディスプレイの駆動電圧-透過率線（V-T曲線）を
変化させる方法。
【請求項４】  前記変調電圧波形の前記振幅が、データ
電圧波形の振幅よりも小さく、且つ、この前記変調電圧
波形と前記データ電圧波形とが同位相となるものである
請求項１記載の液晶ディスプレイの駆動電圧-透過率曲
線（V-T曲線）を変化させる方法。
【請求項５】  前記変調電圧波形の前記振幅が、データ
電圧波形の振幅よりも小さく、且つ、前記変調電圧波と
前記データ電圧波形とが逆位相となるものである請求項
１記載の液晶ディスプレイの駆動電圧-透過率曲線（V-T
曲線）を変化させる方法。
【請求項６】  前記変調電圧波形の前記振幅が、データ
電圧波形の振幅よりも大きく、且つ、前記変調電圧波形
と前記データ電圧波形とが同位相となるものである請求
項１記載の液晶ディスプレイの駆動電圧-透過率曲線（V
-T曲線）を変化させる方法。
【請求項７】  複数個の画素からなり、前記各画素は液
晶構成及びトランジスタを有し、前記トランジスタのド
レインとゲートとがデータ線と走査線とにそれぞれ接続
されるとともに、前記トランジスタのソースが前記液晶
構成の第１の電極に接続され、さらに、前記液晶構成の
第２の電極がコモン電極に接続される液晶ディスプレイ
装置において、
変調電圧波形を前記コモン電極に印加し、前記液晶ディ
スプレイの駆動電圧-透過率曲線（V-T曲線）を変化させ
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て、前記液晶ディスプレイに対応するデータドライバの
しきい値電圧を降下させるとともに、前記液晶ディスプ
レイの動作電圧の範囲を増加させる手段を備えたことを
特徴とする液晶ディスプレイ装置。
【請求項８】  前記変調電圧波形が、前記液晶ディスプ
レイの駆動タイミングのフロントポーチ周期及びバック
ポーチ周期に印加されるものである請求項７記載の液晶
ディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶ディスプレイ
（LCD）の駆動電圧－透過率曲線（V-T curve）を修正す
る方法に関し、特に、コモン電極上の電圧波形を変調す
ることによってLCDのV-T曲線を変化させる方法および液
晶ディスプレイ装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】通常、液晶ディスプレイのV-T（駆動電
圧－透過性）曲線は使用する液晶モード（LC  mode）に
よって決定され、LCDのV-T曲線は固定されていて変化さ
せることのできないものである。図１に示すのは、LCD
のV-T曲線の一例であり、このV-T曲線はしきい値電圧V

th
を有しており、駆動電圧がしきい値電圧V

th
よりも低

い場合に、液晶分子は再配列（reorientation）するこ
とができない。こうした状況下において、駆動電圧を変
化させても、LCDにかかる光学上の透過率Tを調整するこ
とはできず、しかも、駆動電圧がしきい値電圧V

th
より

低ければ、LCDは作動しない。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】図１において、有効な
動作電圧の範囲となるのは、電圧V

th
から電圧V

０
の間で

ある。一般的なLCDに用いられるデータドライバの出力
電力には制限があるため、高過ぎるしきい値電圧V

th
は

データドライバの有効動作電圧の範囲を狭めてしまい、
また、LCDのそれぞれの各濃度レベルに対応する実質的
な電圧の範囲が縮小されてしまっていた。このことは、
各濃度レベルへの分割を困難とし、さらには、LCDの有
効な濃度レベルの数を減少させてしまう。例えば、1.5V
の有効動作電圧の範囲を8ビット（256レベル）の濃度レ
ベルに均等分割したとすると、各濃度レベルの間隔は平
均して僅か5.86mVであり、この時、データ駆動ICの出力
ノイズが10mVであれば、LCDは7ビットに対応する128の
濃度レベル、或いはそれ以下の濃度レベルしか表示する
ことができないものであった。
【０００４】よって、一定の出力ノイズレベルの下で、
LCDの有効な各濃度レベルについてより優れたパフォー
マンスを得るべく、データ駆動ICの有効動作電圧範囲を
広げる必要がある。
【０００５】上述した従来技術における欠点を解決すべ
く、本発明は、コモン電極の電圧波形を変化させてLCD
のV-T曲線ならびにしきい値電圧（V

th
）の値を調整可能
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とすることで、LCDにおけるデータ駆動ICの有効動作電
圧の範囲を拡大することのできるようにした、LCDのV-T
曲線を変化させる方法を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決する手段】以上に鑑みて、本発明にかかる
LCDのV-T曲線を変化させる方法は、LCDが複数個の画素
（ピクセル）から構成されるとともに、これら各画素
（ピクセル）が液晶及びトランジスタを有し、トランジ
スタのドレイン端子はデータ線に、トランジスタのゲー
ト端子は走査線に、また、トランジスタのソース端子は
液晶の一方の側にある第１の電極にそれぞれ接続され
る。さらに、液晶のもう一方の側にある第２の電極がコ
モン電極に接続される。この方法によれば、コモン電極
の変調電圧波形によってLCDの駆動電圧を変化させるた
め、データ駆動ICのしきい値電圧が降下するとともに、
動作電圧が増加される。
【０００７】また、本発明にかかるLCDのV-T曲線を変化
させる方法は、主に、LCDの駆動シーケンスのフロント
ポーチ及びバックポーチ時に、コモン電極における電極
波形を変化させるものである。例えば、変調された電圧
波形の振幅は、同位相或いは逆位相であるとともに、デ
ータ電圧波形の正・負方形波の振幅よりも小さいもので
ある。また、変調された電圧波形の振幅は、同位相或い
は逆位相であるとともに、データ電圧波形の正・負方形
波の振幅よりも大きいものとしてもよい。
【０００８】
【発明の実施の形態】上述した本発明の目的、特徴、及
び長所をより一層明瞭にするため、以下に本発明の好ま
しい実施の形態を挙げ、図を参照にしながらさらに詳し
く説明する。
【０００９】図２は、一般のLCDパネルを示す構造図で
ある。図２において、一般のLCDパネル１は、アレイ構
造で配列する複数個の画素（ピクセル）１００を有して
おり、各画素１００は、主に、液晶分子からなる液晶キ
ャパシタC

１C
と、制御トランジスタ１０と、記憶キャパ

シタC
S
とを含んでいる。制御トランジスタ１０のドレイ

ン端子とゲート端子とは、データ線（D１,D２…）と走
査線（G１,G２…）とにそれぞれ接続されている。ま
た、制御トランジスタ１０のソース端子は、液晶キャパ
シタC

１C
側の第１の電極に接続され、液晶キャパシタC

１C
のもう一方の側における第２の電極は、コモン電極V

com
に接続されている。さらに、データ線と走査線と

は、データドライバ２と走査ドライバ３とにそれぞれ接
続されている。これらのデータ線及び走査線は、画像デ
ータと走査コントロールデータに基づいて画素を制御す
るものである。
【００１０】本発明は、主に、コモン電極V

com
の電圧波

形を変調することによって、液晶ディスプレイのV-T
（駆動電圧-透過率）曲線を変化させる方法を提供する
ものである。本発明によれば、しきい値電圧を制御して
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データドライバ２の有効動作電圧の範囲を広げることが
可能となる。以下に、好適な実施の形態における一般的
な液晶ディスプレイの駆動方法について詳しく説明す
る。
【００１１】図３は、一般的なTFT-LCDの駆動を示すタ
イムチャートである。図３に示すように、一般的なTFT-
LCDの駆動タイミングは、主に２つの垂直同期信号２０
及び２２を有している。垂直同期信号２０及び２２の間
には、データ書き込み周期３０と、フロントポーチ周期
３１と、バックポーチ周期３３とが含まれている。デー
タは、データ書き込み周期３０にコモン電極V

com
上の電

圧と比較して書き込まれるものであるため、この時、コ
モン電極V

com
に印加される電圧に如何なる変化もあって

はならない。つまり、コモン電極V
com
に印加される電圧

波形は、フロントポーチ周期３１及びバックポーチ周期
３３においてのみ変調させることができるものである。
言いかえれば、フロントポーチ周期３１及びバックポー
チ周期３３の間は、データは変化しないため、これらの
周期にコモン電極V

com
に印加のされる電圧波形を変調さ

せることができるようになる。また、キャパシタによっ
て生じる貫通接続効果（feedthrough effect）により、
LCキャパシタに多様な変調電圧波形を印加することがで
きる。
【００１２】図４は、本発明の実施の形態に基づくコモ
ン電極V

com
上の電圧と、データ線と、LCキャパシタC

ｌｃ
上に印加される電圧を示す図である。図４におい
て、データ線の駆動電圧V

ｄ
は、制御トランジスタ１０

を介してLCキャパシタ C
ｌｃ
の一方の側における電極へ

と転送されている。フロントポーチ周期３１及びバック
ポーチ周期３３において、コモン電極V

com
上の電圧波形

は、方形波に変調されてLCキャパシタ C
１ｃ
のもう一方

の側の電極に印加される。よって、液晶分子に印加され
る電圧の波形V

lｃ
を変化させることができるようにな

る。
【００１３】上述したように、コモン電極の電圧波形を
変調することによって液晶分子に印加される電圧波形V

ｌｃ
を変化させることができ、また、液晶分子は交流電
圧によって駆動されるものであるため、電圧波形に多様
な変化を持たせることができるようになる。本発明にか
かる好適な実施の形態に基づき、コモン電極V

com
上に印

加することのできるようになる数種類の電圧波形は、図
示する通りである。図５（ａ）～  図５（ｄ）に示すの
は、異なる電圧波形のコモン電極V

com
への印加時におけ

るLCキャパシタを横切って印加される数種の変調された
電圧波形を示す図である。
【００１４】図５（ａ）において、コモン電極V

com
に印

加される電極の波形は、正負の２相位相（bi-phase）方
形波である。
【００１５】また、図５（ｂ）において、コモン電極V

com
に印加される電圧波形は方形波であり、その変調し
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た電圧波形の振幅はデータ電極の振幅よりも小さいとと
もに、両者は同位相であって、つまり、データの電圧波
形が正である時、コモン電極V

com
に印加される変調電圧

波形の位相も同じく正となる。
【００１６】図５（ｃ）において、コモン電極V

com
に印

加される電圧波形もまた方形波である。変調した電圧波
形の振幅がデータ電圧の振幅よりも大きいとともに、両
者は同位相である。
【００１７】さらに、図５（ｄ）において、コモン電極
V
com
に印加される電圧波形は方形波であり、その変調し

た電圧波形の振幅はデータ電圧の振幅よりも小さく、両
者の位相は不一致となるものである。
【００１８】上述したような電圧波形を利用することに
より、数値分析から、図６に示すようなLCDの変形V-T
（駆動電圧-透過率）曲線が得られる。図６において、
曲線Oは、コモン電極V

com
に印加される電圧波形が変調

されていない時の変化のないV-T曲線である。また、曲
線Aは、コモン電極V

com
に図５(ａ)に示す変調電圧波形

が印加された時の変化したV-T曲線である。さらに、曲
線Bは、コモン電極V

com
に図５（ｂ）に示す変調電圧波

形が印加された時の変化したV-T曲線である。曲線Cは、
コモン電極V

com
に図５（ｃ）に示す変調電圧波形が印加

された時の変化したV-T曲線である。そして、曲線Dは、
コモン電極V

com
に図５（ｄ）に示す変調電圧波形が印加

された時の変化したV-T曲線である。
【００１９】図６から分かるように、変調電圧波形を用
いてコモン電極V

com
を変調させることによって、しきい

値電圧が降下するとともに、動作電圧の範囲が増加し、
本発明の目的が達成されている。
【００２０】本発明では好ましい実施の形態を上述の通
り開示したが、これらは決して本発明を限定するもので
はなく、当該技術を熟知する者なら誰でも、本発明の精
神と領域を脱しない範囲内で各種の変更や修正を加える
ことができ、従って本発明の保護範囲は、特許請求の範
囲で指定した内容を基準とする。
【００２１】
【発明の効果】以上説明したように、本発明にかかるLC
Dの駆動電極-透過性（V-T）曲線を変化させる方法によ *

6
*れば、液晶本来の構造に変更を加えることなく、コモン
電極の電圧波形に簡単な変調を施すだけで、データドラ
イブICに必要とされるしきい値電圧を小さくすることが
でき、且つ有効動作電圧の範囲を増大させることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】  従来技術にかかる一般的なLCDの駆動電圧-透
過率（V-T）曲線を示す図である。
【図２】  従来技術にかかる一般的なLCDパネルを示す
構造図である。
【図３】  一般的なTFT-LCDにおける駆動のタイムシー
ケンスを示す図である。
【図４】  本発明にかかる実施の形態に基づいた、変調
時のコモン電極（V

com
）、データ線及び液晶（C

lc
）を

横切る電圧波形を示す図である。
【図５】  （ａ）から（ｄ）は、本発明にかかる実施の
形態に基づいて、変化した電圧波形がコモン電極V

com
に

印加された時の液晶を横切る変調電圧波形を示す図であ
る。
【図６】  本発明にかかる実施の形態に基づいて、異な
る各変調電圧波形を数値分析したことによりそれぞれ得
られた変形V-T曲線を示す図である。
【符号の説明】
V
th
  しきい値電圧

１  LCDパネル
１０  トランジスタ
１００  画素
V
com

  コモン電極
C
1c
  液晶

D１,D２…  データ線
G１，G２… 走査線
２  データドライバ
３  走査ドライバ
２０、２２  垂直同期信号
３０  データ書き込みピリオド
３１  フロントポーチピリオド
３３  バックポーチピリオド

【図３】 【図４】
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